
 

 

 

 

 

 

 

～令和６年度農林水産予算概算決定の概要～ 
 

 令和５年12月22日、令和６年度農林水産関係予算（総額 ２兆2,686億円）が閣議決定されました。 

 令和５年 

Vol.８３ 
R６．１．１ 

関東農政局 

埼玉県拠点 

 

地域と農政を結ぶ 

埼玉地域情報ネットワーク 

【総額 ２兆２，６８６億円 （２兆２，６８３億円）※（ ）内は令和５年度当初予算額】 
 

１ 食料の安定供給の確保 

   ～どんな社会環境でも日本の食卓を支えられるようにするための関係者の取組を全力で応援～ 

◆ 食料の安定供給の確保に向けた構造転換 

◆ 生産資材の確保・安定供給 

◆ 農産物・食品の輸出の促進 

◆ 適正な価格形成 

◆ 円滑な食品アクセスの確保 

◆ 国民理解の醸成 

◆ 食品産業（食品製造業、外食産業、食品関連流通業）の持続的な発展 

２ 農業の持続的な発展 ～若者や意欲ある農業者が夢を持って農業に取り組めるような環境を整備～ 

 ◆ 多様な農業人材の育成・確保 

 ◆ 経営安定対策の充実 

 ◆ 農業生産基盤の整備・保全 

 ◆ 生産性の向上に資するスマート農業の実用化等 

◆ 家畜伝染病、病害虫等への対応強化 

３ 農村の振興（農村の活性化） ～元気で豊かな農村を次世代へ継承～ 

４ みどりの食料システム戦略による環境負荷低減に向けた取組強化 

～SDGｓの世界的浸透を踏まえた農業者等のチャレンジを全力で応援～ 

５ 多面的機能の発揮 ～食料供給・農業生産活動の前提となる基盤をしっかりと下支え～ 

６ カーボンニュートラルの実現等に向けた森林・林業・木材産業によるグリーン成長 

◆ 森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策 

  ◇ 生産基盤の強化 

  ◇ 需要の拡大 

◇ 担い手の育成・確保、山村活性化 

 ◆ 森林整備・治山対策 

７ 水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化 

◆ 水産資源管理の着実な実施 

◆ 水産業の競争力強化等 

◆ 漁村の活性化・水産基盤の整備等 
 

詳細は農林水産省 HP ⇒ https://www.maff.go.jp/j/budget/r6kettei.html 
 



 

 坂戸市の非農家出身の鈴木さんは、もともと農業に興味が

あり、定年後に農業をしたいと考えていましたが、子供に障

害があり、障害者を受け入れて働ける場を作るため、就農す

ることを決意しました。2016年４月に埼玉県農業大学校短期

野菜専攻学科に入学し、農業技術や販売の基礎、また、2017

年４月から１年間、毛呂山町の指導農家（果樹農家）から柚

子栽培の技術を学び、2018年４月から２年間、いるま地域明

日の担い手育成塾で野菜栽培と販売などのノウハウを学んだ

あと、2020年４月に就農しました。栽培作物は、日高市でく

り、毛呂山町でうめ及びゆず（合計 1.4ha）を栽培していま

す。農地は、市町村やＪＡ及び指導農家などを通じて確保す

ることできました。また、農業機械等は、ＪＡの融資を受

け、冷蔵庫、選果機及びハンマーナイフを購入しました。草

刈りや剪定などの通常作業は１人で行いますが、収穫期には

２人のアルバイトに手伝ってもらっています。 

主な販売先は、ＪＡ直売所、自農園のオンラインショップ、地元スーパー、ゆずの里オートキ

ャンプ場などで販売しています。さらに、2021年から梅ジャムや梅シロップなど加工品の製造

を委託し販売しており、毛呂山町のふるさと納税返礼品になっています。 

現在、自宅の一部を改修して加工施設を整備しましたが、労働力が私１人のため製造出来ない

状況にあり、今後は、面積（生産量）を調整して時間を作り、加工品も自農園で製造したいと考

えています。 

就農当初からの夢である農福連携について取り組むため、

地域の関係事業所と相談していますが、露地栽培作物は、雨

天時の収穫作業ができなくなるなど作業依頼の予定が立てづ

らいこと、収穫期間が短いなどの理由により難しく、取り組

めていません。今後、梅ジャムや梅シロップなどの加工品を

自農園で製造できるようになれば、天候に左右されることな

く、作業依頼（農福連携）ができるのではないかと考えてい

ます。将来的には、収穫の時期が終わっても年間を通じて障

害者に活躍してもらえる場所にしたいと考えています。   

最後に、障害のある人が季節の農産物にふれあいながら、

共に社会参加できる農園と加工施設を作り、彼らとより良く

生きられる環境を提供できたらと夢を語ってくれました。 
 

 

 

編集：関東農政局 埼玉県拠点 

 〒330-9722 さいたま市中央区新都心 2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/       

 

  

～障害者の新たな就労先として果樹 

栽培に就農し、農福連携に挑む～ 

すずき  きよひろ 

鈴木 聖弘さん 
 

 
障害者が活躍できる仕事を安定的に生み出そうと、くり・ゆず・うめなどを栽培し、

梅のシロップや梅のジャムの商品化に取り組む鈴木聖弘さんを紹介します。 

果樹の収穫作業 

 

 

鈴木 聖弘さん 


